
令和６年度「６０（ロクマル）プラス」優良実践校 実践報告書 

１ 実践校名  葛巻町立葛巻小学校  

２ 実 践 名 自分の体力を知り、じょうぶな体をつくろう 

～小・中９年間を見通した運動習慣の形成と体力の向上、食・生活習慣の改善～ 

３ 実施対象者 小学生77名（1年生13名 2年生6名 3年生11名 4年生13名 5年生18名 6年生16名） 

４ 目 標  
毎日歩いた歩数を記録し、現状に気付く活動を取り入れることで、運動習慣の形成を図る。 
各学年のねらいに応じて、基礎的運動を継続して行うことで、体力の向上を図る。 
発達段階に応じた食や生活習慣についての意識付けを行い、食や生活習慣の改善を図る。 

５ 

実
践
内
容 

 

ア 
（①・②） 

イ 
（③・④） 

ウ 
（⑤） 

１ 運動習慣の形成、食・生活習慣改善の取組の工夫 

（１）万歩計チャレンジについて【補助資料１】 

くずまきキャンパス体力向上部会の取組の一つとして、葛巻小中学校共に、体力向上

担当が全校体制の中で取組を進めてきたもの。年間３回、１回につき１週間の取組期間

を設け、登下校から学校生活全般で万歩計を装着し、その数値を記録する。  

 （２）くずまきキャンパス事業について【補助資料２】 

    年２回のくずまきキャンパス事業の中で成果や課題について小中学校体力向上担当
者チームで共有している。あわせて、養護教諭、栄養教諭も構成メンバーとなっている
生活習慣部会とも情報共有をすることで、子ども達の望ましい生活習慣の実現にもつ
ながっている。 

 （３）食に関する指導の充実【補助資料３】 

    食に関する指導全体計画を基に、学年の発達段階に応じて、担任と栄養教諭がＴＴに
より特別活動の時間に食に関する指導を行う。学習活動を通じて食や生活習慣に対す
る意識を高め、子どもたちの食や生活習慣の改善を促すことにつながっている。    

ア 
（①・②） 

 
イ 

（③・④） 

２ 体力向上の取組の工夫【補助資料４】 

（１）「くずトレ」について 

体力向上担当が中心となり考案したメニューを全学年担当者へ周知する。小・中９

年間を見通し、体育の授業のウォーミングアップに基礎体力の向上につながる運動

を、冒頭５分間実施する。小学校では、新体力テストの結果から、各学年の全国比と

比べ落ちている項目を２項目に絞り実践し、実践後11月に再度テストを実施する。  

６ 成   果 

１ 運動習慣の形成、食・生活習慣改善の取組の工夫について 

・個人の集計や全体の結果を見える化し、万歩計で自分の歩数を毎日確認することによ

り、始業前や休み時間などに進んで運動したり遊んだりする児童が増えた。 

・小中で連携をしたことで、中学校における体つくり運動の運動習慣の形成にスムーズに

つなげることができる。 

・体力向上、食、生活習慣に関わる各担当が連携して取り組んだことで子どもの健やかな

成長の土台作りにつながっている。 

２ 体力向上の取組の工夫について 

・「くずトレ」として取り組んだ補強運動を行うことで、多くの学年で体力テストの記録

が伸びた。 

・各学年で落ちた項目を補うことで、中学校進学後の運動改善につなげることができる。 

７ 課 題 

１ 運動習慣の形成、食・生活習慣改善の取組の工夫について 

・小中連携に係る連絡調整や、活動期間以外の子どもたちの運動への意欲や体力向上への

取組の継続が難しかった。 

２ 体力向上の取組の工夫について 

・新体力テストから児童の実態を把握し、それぞれの学年に沿った取組を提示するまでに
時間を要してしまい、補強運動の時間を十分に確保することができなかった。実態に合
わせた取組内容を予め準備していく必要があった。 

８ 今後の予定 

１ 運動習慣の形成、食・生活習慣改善の取組の工夫について 

・次年度も小中や担当者間で連携し、継続して体力向上や食・生活習慣について情報共有

をする機会を設ける。 

２ 体力向上の取組の工夫について 

・次年度も、新体力テストの結果を基に５分間の補強運動を継続して行っていく。 

 



【補助資料１】万歩計チャレンジについて 

（１）取組の実際 

ア 年間３回１週間ずつの期間を設け、万歩計の記録を個人カードに記録する。 

イ 全校が歩いた歩数を日本地図や棒グラフを使って視覚化することで、運動習慣への意欲付け

を図る。 

       ウ 保護者に登下校の際にも積極的に歩くことについての啓蒙を図り、習慣化を図る。 

    エ 取組を振り返り、自身にできる運動について考える。 

オ 中学校でも同様の取組を行う。 
 

（２）取組状況の様子 
   ア 第１回の取組・・・全校児童の歩数を合わせると岩手県や日本のどの地点まで行けるかを見

える化し、取組への意欲を高めるようにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    イ 第２回の取組・・・全校児童一人一人の歩数を棒グラフで示し、個人の取組について見える

化し、取組を振り返る資料とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ウ 第３回の取組・・・取組期間に歩いた歩数と消費したカロリーを示すことで、運動量と消費

カロリーの関係を見える化し、運動に対する興味関心を高めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



【補助資料２】くずまきキャンパス事業について 
 （１）取組の実際 
   ア 年に３回、葛巻小中学校で部会ごとに児童生徒の健全育成を目指し、体力向上、生活習慣、学

力向上の３つの部会を開催している。 
   イ 第１回の部会にて当該年度の計画を立て、各小中学校で取組を実施、第２回の部会にて成果

と課題を整理する。第３回は主任層が次年度の計画について話し合う。 
   ウ 第１回、第２回については３つの部会での協議を実施した後に、全体会として３部会で協議

されたことを全体で共有し、校種や分掌を越えた連携を推進している。 
 
 （２）取組状況の様子（10月 31 日(木)実施、第２回くずまきキャンパスの様子） 
   ア 体力向上部会・・・万歩計チャレンジやくずトレについて成果と課題を振り返り、60 プラス

チャレンジや体力テストとの連携について話題になった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   イ 生活習慣部会・・・メディアコントロール期間の取組について振り返り、家庭への働きかけや

親子でのルールづくりの難しさについて話題になった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ウ 全体会・・・３つの部会で協議されたことを全体で共有した。写真は体力向上部会の発表場面。 
 
 
 
 
 
 

  



【補助資料３】食に関する指導の充実について 

（１）食に関する全体指導計画 

   食に関する指導全体計画のもと、担任や栄養教諭が連携して発達段階に応じた食に関する指導

を充実させることができている。 

  



【補助資料４】くずトレについて 

（１）取組の実際 

ア ６月に新体力テストの実施…全国比で落ち込んだ２項目の抽出 

イ ８～10 月にくずトレの実施  

学年 落ち込んだ２項目 取り組んだくずトレの内容 

１年 
上体起こし 

ソフトボール投げ 

ティッシュ吹き上げ、ゆりかご、的あてゲーム、 

玉入れ 

２年 
上体起こし 

立ち幅とび 

ティッシュ吹き上げ、ゆりかご、縄跳びチャレンジ、

両足フラフープ 

３年 
長座体前屈 

50ｍ走   

ドンじゃんけん、ビーチフラッグ、縄跳びチャレン

ジ 

４年 
反復横とび 

20ｍシャトルラン 

サイドステップリレー、折り返しホイッスル、縄跳

びチャレンジ、両足フラフープ 

５年 
上体起こし 

反復横とび   

ティッシュ吹き上げ、縄跳びチャレンジ、サイドス

テップリレー、折り返しホイッスル 

６年 
上体起こし 

20ｍシャトルラン 

ラインダッシュ、鬼ごっこ（増え鬼）、ティッシュ

吹き上げ、長縄ボール渡し 

ウ 11 月に２項目についての新体力テストの実施  

 

 （２）取組から見える児童の変容 

   くずトレで取り組んだいくつかの項目において、記録の伸びが確認できた。 

 

 

 

 

   


